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手寛祀胆0参り
～子どもがいるからこそ!○○できる～

子育て中の人に、子育てとチャレンジに役立つセミナーとして、各地の女性センターで、チャレンジした女性、

チャレンジを応援してきた女性たちを講師に迎えて開請しました。

:′ |■

=回

■
:

1 6月 21日 午前10時～12時
|「知つておきたい、パワハラ0セクハラの
加害者0被害者にならない0しない」

獅  琳  理掏戸 (ァ トリエエム株式会社 イ場難聞前ω
女性センターとの出会い、社会的性別 (ジェ

ンダー)の気づき、そして子どもがいたから
こそできた「起業」など講師の今までの道の

りの話には、共感する部分が多くありました。

セク八ラ・パワ八ラの説明はとても具体的で、

企業内では男性から男性へのセク八ラも増カロ

していること、ノヽラスメント・暴力の連鎖に

ついてなど、よく理解できました。「八ラス

メント自己診断シート」では隠れたジェンダー

意識に気づかされ、八ラスメントはどこでも

起こりえると実感しました。最後に講師がメッ

セージとして私たちにくださった言葉、「自

分自身の力を信じて、あせらずに自分の可能

性の器を少しずつ大きくしていく」が印象的

でした。 (K)


